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 要 旨   

目的： 

以前の研究において、アルコール摂取は空腹時血糖(血清による。FSG)の上昇に関与すると

示唆されたが、何に起因するのかは未だ不明である。筆者らはメンデル無作為化分析を用

い、中年期の韓国人においてアルコール摂取が FSGに及ぼす影響を評価した。  

方法： 

Korean Cancer Prevention Study-II(KCPS-II) バイオバンクコホートに参加した 20歳以

上 156,386 人の韓国人から FSG と飲酒量を含む臨床データを収集した。2016 年、2,993

人の男性と 1,374人の女性を ALDH2の rs671単塩基多型で識別した。この KCPS-IIバイ

オバンクコホートから無作為に選出した下位集団において、rs671多型とアルコール摂取、

FSGの関連を調べた。 

結果： 

アルコール摂取量は男性において FSGと正に関連していたが、女性では関連が無かった。

rs671優性対立遺伝子 Gは男性においてアルコール摂取量(F統計量=302.62)、FSG上昇と

関連していた。メンデル無作為化分析を用いると、1 日あたり 1単位(エタノール 10g)の飲

酒は FSG1.78mg/dL(95%CI:0.97~2.59)の上昇をもたらし、多量飲酒者と高齢者を除くとこ

の関連は強くなる。しかし、女性では rs671とアルコール、FSGの関連は無かった。 

結論： 

メンデル無作為化分析を用いて、著者らは韓国人男性におけるアルコール摂取と FSGの因

果関連を示した。また、ALDH2の rs671多型は韓国人女性において FSGと関連を認めな

かった。  

 

 

 


